
 

 

 

（仮称）吹田市立図書館サービス基本計画の素案に対する提出意見と市の考え方に

ついて 

 

１ 提出期間 令和4年（2022年）11月15日（火曜日）～ 

令和4年（2022年）12月15日（木曜日） 

 

２ 提出意見数  ８件（７通） 

 

３ 提出意見  以下のとおり 

No. 提出意見 市の考え方 

１ 自習室のある図書館を増やしてほ

しい。なぜ自習してはいけないのか理

由を明確にしてほしい。【１件】 

図書館の座席は図書館資料の閲覧

席としてご用意しております。その

他、多様な学習活動を支援する立場か

ら、自習用のスペースを確保できる館

（中央図書館、北千里図書館）につい

ては、専用スペースを確保しておりま

す。 

２ 開館時間について。吹田市立図書館

の多くが18時に閉館する。木・金曜

日は20時まで開館しているが、出来

るだけ多くの曜日において夜も開館

してほしい。【１件】 

令和４年11月に供用を開始した北

千里図書館では毎日20時まで開館し

ています。また今後、地域の実状や市

民の多様な生活時間に配慮し、利便性

の向上を目指し、図書館サービスの提

供時間や方法の見直しを検討してま

いります。 

３ 手話を少しでも理解できる司書や

職員が常に居ることが望ましい。コロ

ナ感染対策のためマスクをはずせな

い現況においては、聴覚障害者に対す

る理解の広がりに逆行している。 

【１件】 

「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する法律（障がい者差別解消

法）」や読書バリアフリー法などの理

念にのっとり、誰もが図書館を利用で

きるよう、きめ細かく対応していきま

す。また手話のできる職員の養成にも

取り組みます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

４ サービス方針４「利用促進」につい

て、図書館ホームページなどのWeb

サービスの更なる充実が重要と考え

る。例えば、他市でも導入事例がある

ように、マイページで自分の貸出（読

書）履歴一覧を確認できるようにして

ほしい。また、他市では、読書通帳と

いうサービスを提供している。特に児

童が本を読む楽しみ、どの本をいつ読

んだという記録がたまることによっ

て児童の利用促進にも寄与すると考

える。【１件】 

貸出（読書）履歴については、資料

のデータを保持できるWebサービス

にあるマイライブラリ内の「本棚」機

能の活用をご検討ください。また、児

童に対しては、読んだ本のタイトルや

感想を記録できる読書貯金「すいぽん

つうちょう」を作成し、配布していま

す。 

５ 資料費、図書費を増額してくださ

い。吹田市の図書費は北摂7市の中で

も低い。これでは十分に市民の要望に

応えられるとは思えません。【３件】 

市民の要望に応えられるよう、適切

な資料費、図書費の確保に努めます。 

 

６ 提唱したいのは、絵本は暮らしの中

の総合芸術であるということ。子ども

にただ絵本を読めばいいというもの

ではない。子どもたちへ、絵本や本を

手渡す方法を考えてください。図書館

の職員は、どのようにして、子どもた

ちに絵本を手渡すか、読むのか。その

ときのおとなはどうあるべきか、も考

えてください。【１件】 

子供の周りの大人に対して、子供が

絵本を読むことへの理解を深める講

座や、子供と一緒に絵本を読むことの

楽しさを実感してもらえるような行

事の開催に、引き続き取り組んでまい

ります。 

また、司書の専門的知識と経験の蓄

積を継続し、図書館サービスの改善・

発展と子供の読書活動推進に努めて

まいります。 

提出された意見の全文は、次のページからご覧ください。 



（仮称）吹田市立図書館サービス基本計画の素案に対する意見

1
・自習室のある図書館を増やして欲しい。
・なぜ自習してはいけないのか理由を明確にしてほしい。

2

現行では18時頃に吹田市立図書館の多くは閉まる。むろん曜日に限ってはより遅い場合も
あるが、高齢者は体調の変化が激しいので出来るだけ多くの曜日において夜も開館すること
を期待される。豊中市立図書館においては20時まで開館することを標準的に行なってい
る。是非住民、とりわけ高齢者へのサービス向上を「国民の文化的生活」の観点から求めた
い。以上

3

手話を少しでも理解できる司書や職員が常に居ることが望ましい。コロナ感染対策のためマ
スクをはずせない現況においては、聴覚障害者に対する理解の広がりが逆行している。むし
ろ、聴覚障害者を図書館から遠ざけている。※聴覚障害者は口の形を見て会話が成り立つこ
とがある。筆談しながらも口の形を見ることも多いので、注意深く対応してほしい。

4

１　サービス方針４「利用促進」について、図書館ホームページなどのWebサービスの更
なる充実が重要と考える。例えば、現在、マイページにログインして自分の貸出（読書）履
歴一覧を確認できない。吹田市のWebサービスでは現在この機能は無い。しかし、西宮市
では読書履歴一覧を確認できる機能が有る。大変便利でとても有用でよく利用している。ま
た、八尾市では、読書通帳というサービスを提供している。これも図書館で借りたもの情報
を記録し、借りた人が確認できるようにするサービスである。このサービスはNHKでも紹
介されていた。特に児童が本を読む楽しみ、どの本をいつ読んだという記録がたまることに
よって児童の利用促進にも寄与すると考える。

5
吹田の図書館の資料費、図書費を増額して下さい。新しい本、子どもの本、もっと揃えてく
ださい。北摂の中でもとても低いです。池田市より低いのは問題です。

6

吹田市立図書館の図書費についての意見です。吹田市の図書費は、北摂７市の中でも一番低
いです（2021年度）153.7円です（一人当りです）これでは充分に市民の要望に応えられ
るとは思えません。紙の本は大事です。図書費の増額は絶対必要です。喫緊の問題です。

7
（次のページ）








